
［年度］平成２６年度和歌山県農林水産試験研究成果情報  

［成果情報名］ダイコン黒芯症の防除技術の確立  

 

［要約］ダイコン黒芯症は‘徳誉’、‘役者大路’等の品種で発生が少なく、オキソ

リニック酸・カスガマイシン水和剤および塩基性塩化銅・カスガマイシン水和剤の体

系防除によって発病を抑制できる。 

 

［キーワード］ダイコン、黒芯症、黒斑細菌病、斑点細菌病、品種、殺菌剤  

［担当機関名］農業試験場 環境部      ［連絡先］0736-64-2300 

［専門分野］野菜              ［分類］普及  

 

［背景・ねらい］ 

 和歌山市のダイコン産地では黒斑細菌病菌（以下、Psm）および斑点細菌病菌（以

下、Xcr）による黒芯症が発生し問題となっているため、発病しにくい品種の選定と

有効な殺菌剤散布による防除技術を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１．和歌山市のダイコン産地に適した品質を持ち、かつ黒芯症の発生が少ない品種は‘徳

誉’、‘役者大路’、‘冬ひびき’、‘福誉’、‘春おとめ’、‘俊才’である（図１）。 

２．オキシテトラサイクリン水和剤、オキソリニック酸・ストレプトマイシン水和剤、

塩基性塩化銅・カスガマイシン水和剤、オキソリニック酸・カスガマイシン水和

剤および塩基性硫酸銅水和剤の病原菌接種24時間前散布は効果が高い（表１）。 

３．オキソリニック酸・カスガマイシン水和剤1000倍および塩基性塩化銅・カスガマ

イシン水和剤1000倍の生育初期7日間隔３回散布の体系防除でPsmによる黒芯症の

発生を抑制できる（表２）。  

 

［成果の活用面・留意点］  

１．本圃では降雨前にこれらの薬剤を予防的に散布すると高い防除効果が得られる。 

２．塩基性塩化銅・カスガマイシン水和剤とオキソリニック酸・カスガマイシン水和

剤はダイコンの黒斑細菌病に、塩基性硫酸銅水和剤は野菜類の黒斑細菌病、斑点

細菌病に対して登録がある（平成27年１月９日現在）。 

３．オキソリニック酸・ストレプトマイシン水和剤は高温時の使用で生長点が黄化す

る薬害を生じることがある。 

４．塩基性塩化銅・カスガマイシン水和剤および塩基性硫酸銅水和剤は、幼苗期の散
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布または過度の連用で薬害を生ずる恐れがある。また高温時の散布は薬害が激し

くなることがあるので避ける。炭酸カルシウム剤の100～200倍の添加は薬害軽減

に有効である。  

 

［具体的データ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］  

 研究課題名：ダイコン黒芯症防除技術の開発  

 予算区分：県単                 研究期間：平成24～26年  

 研究担当者：大谷洋子、衛藤夏葉、菱池政志  

 発表論文等：なし      ホームページ掲載の可否：可 

Psm 

Xcr 

図１  ダイコン黒芯症の品種間発病差異 

播種 20 日後のダイコンの葉柄折り取り痕に Psm または Xcr の菌液（濃度 10
9

cfu/ml）を綿棒で塗布するとと

もに１株あたり 80ml 潅注して接種した。収穫時に根内部の黒変の有無を調べた。ほ場試験は、１品種 20 株

調査、２反復で行った。ポット試験は、１品種８～９株調査。 

表１  黒斑細菌病および斑点細菌病に対する数種殺菌剤の防除効果 

播種１か月後のダイコン（品種：‘福誉’）9cm ポット苗に Psm または Xcr を接種する 48、24 時間前、直後、24 時間後に供試薬剤を散布

した。接種約２週間後に葉に形成された病斑数を調べ、次式より防除価を算出した。各処理につき５株を供試した。 

防除価＝100-（処理区の病斑数/無処理区の病斑数）×100 

無処理区における１株あたりの病斑数の平均は Psm 接種で 28 個、Xcr 接種で 127 個であった。 

 

オキシテトラサイクリン水和剤 750 0 (100) 0 (100) 0 (100) 0 (100) 21 (83) 19 (85) 10 (92) 42 (67)

オキソリニック酸・ストレプトマイシン水和剤 1000 0 (100) 5 (82) 0 (100) 1 (97) 43 (66) 18 (86) 8 (94) 74 (41)

ノニルフェノールスルホン酸銅塩水和剤 500 9 (68) 2 (93) 0 (100) 5 (82) 48 (62) 53 (59) 28 (78) 72 (43)

塩基性塩化銅・カスガマイシン水和剤 1000 0 (100) 0 (100) 0 (100) 0 (100) 66 (48) 29 (77) 76 (40) 96 (24)

オキソリニック酸・カスガマイシン水和剤 1000 2 (92) 0 (99) 1 (98) 0 (100) 28 (78) 51 (60) 42 (67) 178 (0)

塩基性硫酸銅水和剤 500 7 (75) 2 (94) 5 (83) 4 (87) 32 (75) 38 (70) 65 (49) 240 (0)

バリダマイシン液剤 500 10 (67) 2 (94) 1 (96) 12 (58) 131 (0) 219 (0) 166 (0) 151 (0)

：防除価80以上 ：防除価60以上 ：防除価80以上 ：防除価60以上

供試薬剤
希釈濃
度（倍）

散布時期（接種からの時間）

48時間前 24時間前 直後 24時間後

黒斑細菌病（病原菌：Psm）の病斑数（防除価）

散布時期（接種からの時間）

48時間前 24時間前 直後 24時間後

斑点細菌病（病原菌：Xcr）の病斑数（防除価）

表２ 黒斑細菌病菌（Psm）による黒芯症の発病に対する体系防除の効果 

ダイコン（品種：‘初誉’）を平成 26 年 10 月 7 日に播種し、21 日後にオキソリニック酸・カスガマイシン水和剤 1000 倍、

28 日後に塩基性塩化 銅・カスガマイシン水和剤 1000 倍、35 日後に塩基 性塩化銅・カスガマイシン水和 剤 1000 倍を

散布した。第１回薬剤散 布の翌日に Psm を潅注接 種した。収穫時（接種 76 日後）における根の発病を次の指数 によ

り程度別に調査し、発病度を算出 した。防除価は発病度の平均から求めた。 

発病程度：A；黒変・腐敗が根の先 端 まで、B；黒変・腐敗が根の中 位まで、C；葉柄基部に微細な黒変、D；黒変なし 

発病度＝Σ（指数×程度 別発病 株数 ）/（３×調査株数）×100 

A B C D
体系防除区 Ⅰ 20 2 2 0 16 20 17

Ⅱ 20 0 0 0 20 0 0
Ⅲ 20 0 1 1 18 10 5

平均平均平均平均 20.020.020.020.0 0.70.70.70.7 1 .01 .01 .01 .0 0 .30 .30 .30 .3 18 .018 .018 .018 .0 10 .010 .010 .010 .0 7 .27 .27 .27 .2 89898989 ----
無防除区 Ⅰ 20 12 2 1 5 100 68

Ⅱ 20 11 3 1 5 100 67
Ⅲ 20 14 0 0 6 100 70

平均平均平均平均 20.020.020.020.0 12 .312 .312 .312 .3 1 .71 .71 .71 .7 0 .70 .70 .70 .7 5 .35 .35 .35 .3 100 .0100.0100.0100.0 68 .368 .368 .368 .3 ----

防除価 薬害

　　　オキソリニック酸・カ スガマイ シン水和剤1000倍-

　　　　　塩基性塩化銅・カ スガマイ シン水和剤1000倍-

　　　　　　　塩基性塩化銅・カ スガマイ シン水和剤1000倍

　　　　　　　　　　　　　　　　の７日間隔散布

試験区 反復
調査
株数

程度別発病株数 発病株率
（％）

発病度


